






STUDY OF MAIN HALL IN THE JYODOSHIN 












































































































で中央の聞を l悶9 左右のRIib仏壇は4.5尺となり a 中央
仏寝は阿弥陀如来像、を安置した宮殿を入れる為に仏壇権
が低くされ，北脇仏壊には尉子入り親鷲像をまつる(写
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を立てs 敷鴨居予内法長れjlを通し 9 小笹lこ飛買を通し 9
柱問硝子障子引i皇い3 外に雨戸を引く。
外陣内部は中央2間半と左右!間半に分ける内柱列!の
柱間隔は l 間半で，柱間lこは絵様っき虻~~を人れ p 板墓
股をのせて天井桁を支え，悼綜天井を張る(写真3，4)。
写真5 内阿南)協仏壇 写真6 内開北!刷ム坦
写真7 南余間奥の仏壇f


















に羽目板を入れ3 来迎柱関頭貫の先を木鼻とし 3 その上
lこ台輸を通し，柱上に出組斗仇当主鼻及び実肘木付きを
のせる(写真14)。余間とのi克には敷鴨居ァ内法長押を
まわし p 中央lこ釣束を入れ p 東I二1こも綜をつけ 9 柱頂と
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の御影を，そして 3 貞享4年には木仏尊像(長さ l尺八
寸)を持っていた乙とが知られる。しかし，貞享4年
(687)の理一如判，願主未!j鋭の像の他に本尊阿弥陀如
来御長一尺八寸木仏立像が挙がっていて， i木イム尊像者
天明七年丁未二月七日勝霊寺下尾州中嶋郡福嶋村徳、円寺
願主博t自UJとあり g その点天明七年の書土とも一致し，
これが現本尊と察せられる。とすれば，本堂再建の明和
2年(765)には貞享4年lこ手!j鏡が一如土人l乙判を願っ
た像しかなく，これは本山から下付された像ではなかっ
たので，未Tご来迎壁やその前の須弥塙を設ける必要はな
かった止考えられる。
次lこ来迎柱を入れ須弥壌を設け，それに伴なって内陣
の後方への拡張を行なった時は余問との境の虹梁の絵様
などから推すと，幕末に近い頃と察せられる。
結び
この2棟は尾張における江戸中期の浄土真宗小本堂の
2例であるがp 凶光寺本堂は改造も少なく，内陣lこ一直
線仏壇吾備えて，後門を用いず，北余聞を客間Iこしてい
る古式をよく伝える。明和2年(1765)建立の徳円寺本
堂は復原すると，内陣背面l乙一直線仏壇ができるのみで
なし北余間が客室になる他，南余問の西の仏壇の裏l乙別
室ができると言う，極めて異例な平面が成立するのであ
る。しかし江戸時代中期ともなると，内陣向拝はもとよ
り，外陣lこもrJ[[梁をF甘いるなど，仏堂風乙f怠匠がかとより
使用されているのが注目される。
